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介護予防については、運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の向上、閉じこもり予防

・支援、認知症予防・支援、うつ予防・支援の６分野において施策が実施されているが、

介護予防施策の効果を検証するとともに、各分野におけるリスク因子を解明するための長

期コホート研究を優先的に採択する。 

 

 （イ）在宅療養高齢者における口腔機能と食支援に着目した疫学研究 （２２１５０２０１） 

在宅療養高齢者における全身状態（身体機能、認知機能、肺炎発症率、再入院率、要介

護度、QOL等）と口腔機能及び食支援の関係に着目した比較的規模の大きいコホート研究

を優先的に採択する。 

 

 （ウ）チームによる効果的な栄養ケア・マネジメントの標準化をめざした総合的研究 

                                 （２２１５０３０１） 

チームによる効果的な栄養ケア・マネジメントの標準化をめざした総合的な研究を採択

する。具体的には、① 介護保健施設等における栄養ケア・マネジメントの実態把握調査、

② ①で得られた知見から、入所者等の栄養摂取量などに関する調査を実施し、その差を

把握し、③ ②を踏まえ、そのプラス要因、マイナス要因を抽出し、栄養ケア・マネジメ

ントの標準化をめざした効果的・効率的な方策の提示、の全て行う研究を採択する。 

 

 （エ）高齢者に対する漢方治療の有効性・安全性等の検証に関する研究 

（２２１５０４０１） 

    高齢者は薬物の代謝・排泄能低下等を背景として薬物有害作用が出やすいことが指摘

されており、高齢者に対する漢方治療の有効性・安全性等の検証を行う研究を採択する。 

 

 （オ）高齢者のドライマウスの実態調査及び標準的ケア指針の策定に関する研究 

                                 （２２１５０５０１） 

高齢者のドライマウスの実態調査及び標準的ケア指針の策定を行う研究を採択する。具

体的には、①原因分析、発症頻度、肺炎発症率等についての実態調査、② ①の結果を踏

まえた客観的評価指標や適切なケアの提供指針等の作成、③ ②の指針を検証するための

介入、の全て行う研究を採択する。 

 

 （カ）加齢性筋肉減弱現象（サルコペニア）の予防対策に関する研究 （２２１５０６０１） 

加齢性筋肉減弱現象（サルコペニア）のわが国での実態把握、予防因子の解明、介入プ

ログラムの開発・実践を行った上で、予防対策に関するガイドラインの策定を行う研究を

採択する。 

  

 （キ）24時間訪問看護の効率的・効果的な実践に関する研究     （２２１５０７０１） 

利用者の症状悪化時に、24 時間いつでも緊急時訪問ができる体制を構築することによ

り、入院を回避でき、在宅療養の継続が可能となるような訪問看護の提供を実践し、その

効果の検証を行う研究を優先的に採択する。 

 

（ク）緊急に実態を把握し対策を講じるべき高齢者の保健医療福祉に関する課題 

（２２１５０８０１） 

上記（ア）から（キ）以外の課題であって、緊急に対応すべき高齢者の保健医療福祉に

関する研究と認められる課題があれば採択する。採択に際しては、研究としての重要性、

政策的・臨床的意義、他研究との重複の有無などを評価する。 

  




